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2025 年度（令和７年度）学校評価自己評価表  
 

 

 

Ⅰ 福山市 
 

 

 Ⅱ 中学校区 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 Ⅲ 自 校 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大門中学校区 校番 39 福山市立 旭丘小学校 
   

 最終更新日 2026年（令和 8年）３月２日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち、変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  各中学校区・学校が、資質・能力の育成に向けた特色ある教育課程を編成し、 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら、子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

・思考力・表現力に課題がある。 

・他者理解の醸成が十分できてい 

ない。 

・運動やスポーツに親しむ児童生徒

が増えてきたが、運動習慣の活

発・非活発群に二極化が見られる。 

 

育成する力 

資質・能力 
課題発見・解決力  思考力・判断力・表現力  主体性・積極性  共感力 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 
自己を認識し、自分の職業を選択し、表現できる力をもった児童生徒 

中学校区として 
統一した取組等 

・「子ども主体の学び」に向けた授業を創る。 

・生徒指導の 3 機能を生かした生活づくりを進める。 

・運動に親しむ取組、体力向上の取組を進める。 

・学校における働き方改革を進める。 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

・「行事や特別活動などの取組において、自分で考えて行動できた」児童 84.3% 
・引き続き、児童が主体的に取り組む活動を計画、実践することを積み重ね、
自己指導能力を育成するための取組を継続する必要がある。 

・「相手のよさ・自分のよさを見付けている」児童 89.7％ 
・体力向上のための自己目標をもって取り組む児童を育成するための場の設定
等の取組を進め、「場を活用し、運動に親しむことができた」児童 86％ 

・平日１日当たりのテレビゲーム（携帯・スマホ等）の使用時間が 2 時間  
以上の児童 43％ 

＜授業＞ 

・算数科における単元末テスト知識・技能 79 点、思考力・判断力・表現力
65 点。 

・教育の質向上に向けた教材研究日を週１回設け、授業改善に取り組む等、 
教職員が意欲的に授業改善に取り組んでいる。 

・基礎学力の定着に向けた旭活タイムの内容の見直しを進めるとともに、家庭
学習の内容や取り組み方の見直しも進める。 

 

育成する力 

資質・能力 
課題発見・解決力 

思考力・判断力・ 

表現力 
主体性・積極性 共感力 

めざす 

子ども像 

低

学

年 

自分で疑問や課題を見つ

け、生活体験や既習事項を

もとにして解決しようと

している。 

生活体験や既習事項から自

分の考えをもち、絵や言葉、

動作などを駆使して順序立

てて表現している。 

自分がやらなければな

らない勉強や仕事を進

んで行っている。 

身近な人に温かい心

で接している。 

中

学

年 

疑問に思ったことから課

題を設定し、生活体験や既

習事項、収集した事項を根

拠にして解決している。 

生活体験や既習事項から理

由や根拠をもとに自分の考

えをもち、絵や言葉、動作な

ど適切な方法を選択し、表現

している。 

集団の中で、自分がやる

べきことに気づき、進ん

で行動している。 

相手の気持ちを考え、

行動している。 

高

学

年 

自ら設定し課題について、

生活体験や既習事項、収集

した事項を根拠にして解

決し、新たな課題を見つけ

ている。 

適切な理由や根拠をもとに、

自分の考えをもち、目的や意

図に応じて、説明したり、適

切な方法で表現したりして

いる。 

相手や場の状況に応じ

て、自分で目標をもち、

自分から行動している。 

相手を思いやること

の大切さに気づき、相

手の立場を尊重し、行

動している。 

   

研究 

教科等 算数科、道徳科、音楽科 

主題・ 

内容等 

基礎基本の学力を定着させ、思考力・判断力・表現力を高める授業づくり 
～「反復学習」と「振り返り」に重点をあてて～ 

旭活タイムや適応題を通しての「反復学習」を取り入れるとともに、学習過程を学習
者自身に自覚させる「振り返り」を充実させる。 

めざす授業の姿 

・反復学習で自信をつけ、児童が「学びが楽しい」と思える授業 

・学習過程を振り返り、児童が「力が付いた」と実感できる授業 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

 

・子ども主体の活動を推進する。 

・情報発信及び地域行事への参加等 

により、地域と学校の協力体制を 

図る。 

 

ミッション 

一人一人のよさを仲間と共に輝かせる子どもを育て、地域に誇れる学校を創る 

 
学校教育目標 

自ら考え 共に輝く 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

 

 

６ 

基礎基本の学

力を定着さ

せ、論理的思

考力・判断

力・表現力を

高める。 

 

 

★ 

 

 

継

続 

各学年における

基礎基本の定着

を図る。 

・旭活タイムや授
業において、漢
字や計算など
反復学習を図
る。 

・振り返りの視点
を明確にし、学
びを自覚する
ことができる
ようにする。 

・国語科、算数科単
元末テスト平均
８０点以上にす
る。 

・児童アンケート
「学習したこと
を自分の言葉で
振り返ることが
できる」80パー
セント以上にす
る。 

・国語科 

【知識・技能】 

学校平均 78.4 

【98%】 

 

【思・判・表】 

学校平均 83.2 

【104%】 

 

・算数科 

【知識・技能】 

学校平均 80.3 

【100%】 

 

【思・判・表】 

学校平均 72.1 
【90.1％】 

 

 

・児童アンケー

ト「学習した

ことを自分の

言葉で振り返

ることができ

る」 75.9 ％

【94.9％】 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

２ 

・引き続き、旭

活タイムや授

業において、

反復学習を行

い、問題の解

き方や考え方

について丁寧

に指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・振り返りの視点

をもとに、自身

の課題や成長

について振り

返り、児童が書

ききることが

できるように

する。 

・国語科 

【知識・技能】 

学校平均 80.3 

【100.3%】 

 

【思・判・表】 

学校平均 82.5 

【103.1%】 

 

・算数科 

【知識・技能】 

学校平均 82.2 

【102.7%】 

 

【思・判・表】 

学校平均 67.9 

【84.8%】 

 

 
・児童アンケート
「学習したこと
を自分の言葉で
振り返ることが
できる」 83 ％
【103.7％】 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 
 
 
 
 
 
 
３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
３ 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

・それぞれの教師

がどのような指

導の工夫を行っ

ているのかを交

流する。 

・児童が何につま

ずいているのか

を分析し授業の

中にしかけを入

れたり、その学年

において学び残

しがないように

丁寧に指導した

りする。 

・どのような振り

返りがよいのか、

教師、児童ともに

交流し、次の振り

返りの仕方へつ

なげていく。 

 

 

 

３ 

 

自他を認め合

い、自分で考

え、行動でき

る子どもを育

てる。 

 

 

★ 

 

 

継

続 

自分で判断して

実行する力（自己

指導能力）を育成

する。 

・各クラスで朝の
会や帰りの会
で自己肯定感
を高める活動
をする。 

 

・９マス又は４マ
スのビンゴカ
ードを使用し、
自分で目標を

・「自分は周りから
認められてい
る。」「自分は相手
を認めている。」
を８５％以上に
する。 

 

・１学期間で２/4
マス、4/9マス
達成できる児童

・「自分は周りか

ら認められてい

る 。」 75 ％

【88.2％】 

「自分は相手を

認めている。」

88.4 ％

【104％】 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

３ 

・各学級で、行っ

ている児童同士

の肯定的評価を

掲示することで

自己肯定感を挙

げることができ

るよう取組む。 

・「自分は周りから認
められている。」 
79.7％ 
【93.7％】 
「自分は相手を認め
ている。」 
93.2％ 
【110％】 
 
 

３ ３ ４ ・学級の中で互

いを認め合う場

を設けることで

自他に目を向

け、関わりあう

環境を構築して

いく。 

福山市立  旭丘小学校 
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立て、達成でき
るようにする。 

を８０％以上に
する。（教師の見
取り） 

・１学期間で２

/4 マス、4/9 マ

ス達成できる児

童  88.5 ％

【110.6％】 

・毎月忘れず振り

返りを行うこと

ができるように

教員への周知の

徹底を行う。 

・１学期間で２/4マ
ス、4/9マス達成で
きる児童 84.6％
【99.5％】 

・自己指導能力

を高めるため

に、ふりかえり

カードを活用

し、自己理解、

自己受容ができ

る振り返りを継

続して行ってい

く。 

 

 

 

 

２ 

 

運動に親し

み、主体的に

体力を向上さ

せる児童を育

てる。 

  

 

継

続 

 

 

 

運動に親しみ、体

力向上のための

自己目標をもち

取り組む児童を

育成する。 

・身体を動かして
遊ぶことがで
きるように、委
員会活動等を
通じて啓発す
る。 

また、雨天や猛
暑でも運動す
ることができ
るよう、多目的
ルームに体力
向上の特設コ
ーナーを増設
する。 

・実技研修（年２
回）を実施し、
授業改善を図
り授業力の向
上を図る 

・休憩時間に身体を
を動かして遊ぶ
児童の割合 

85％ 

 

 

 

 

 

 

 

・体力向上に関わる
実技研修を受けて、
授業改善を行うこ
とができた職員の
割合90％ 

 

・休憩時間に身

体を動かして遊

ぶ児童の割合 

63.0 ％

【74.1％】 

 

 

・体力向上に関

わる実技研修を

受けて、授業改

善を行うことが

できた職員の割

合  91.7 ％

【101.9％】 

２ 

 

 

 

４ 

 

２ 

 

 

 

４ 

 

・学級や学年単位

で外遊びをする

日を設定し、意図

的に体を動かす

機会を仕組んで

いく。 

・2 か月に 1 度

の周期で、今後も

実技研修を行い、

児童の体力向上、

授業力向上に向

けて取り組む。 

 

・休憩時間に身体
を動かして遊ぶ児
童の割合 
69.8％【82.1％】 
 
 
 
 
 
・体力向上に関わ
る実技研修を受け
て、授業改善を行
うことができた職
員 の 割 合 
80.0％【89.9％】 

２ 

 

 

 

３ 

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 

３ 

 

 

 

３ 

・週単位で外遊

びを行う時間を

設定する。 

・集団遊び、用

具、遊具を使っ

た遊びを提案す

ることで、体を

動かすきっかけ

をつくる。 

・継続した実技

研修と、内容の

充実を図り取り

組んでいく。 
        

 

 

３ 

働き方改革の

意義を理解

し、教育の質

の向上を図

る。 

 

 

★ 

 

継

続 

業務内容を精選
しながら質を高
め業務を遂行す
るとともに、教職
員の強みを生か
した取組を進め
る。 

・教職員一人一人
が、子ども主体
の授業の実現
に向けた自己
課題を設定し、
授業交流する
ことで、授業改
善を進める。 

・授業づくりにおけ
る自己課題に関
わる取組が、児童
の成長につなが
っていると実感
できる。肯定的評
価90％以上。 

 

・授業づくりに

おける自己課題

に関わる取組

が、児童の成長

につながってい

ると実感でき

る。肯定的評

100 ％

【111.1％】 

４ ４ ・教職員間での授

業参観や取組交

流の場を月 1 回

以上設定する。 

・課題把握の共

有とカリキュラ

ムマップの見直

し改善を行い、

短期・長期の取

組改善を今後も

進めていく。 

・授業づくりにお

ける自己課題に関

わる取組が、児童

の成長につながっ

ていると実感でき

る 。 肯 定 的 評

92.8％ 

【103.1％】 

 

 

４ 

 
 
 
 
 
３ 

 

 

４ 

・学びづくり部主

体で授業交流を

行い、授業力向上

に努めた。 

・研究主任を中心

に、授業づくりポ

ートフォリオの

見直しや共通認

識を図った。次年

度に向け、カリキ

ュラムマップの

修正を行ってい

く。 
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３ 

 

保護者・地域

から信頼され

る地域ととも

にある学校を

つくる。 

  

 

継

続 

 

 

地域とつながり、
保護者からの満
足度の高い教育
活動を進める。 

・教育活動や子ど
も・教職員の頑
張りや成長を、
学校だよりやH
P等で、タイム
リーに発信す
る。 

 

・地域の人・物・
事を活用し、地
域とのつなが
りを強化する。 

・保護者アンケート
「学校の教育活
動に満足してい
る」の肯定的評価
を9５％以上。 

 

・全学年、年間1回
以上、地域の人・
物・事を活用した
取組を進める。 

 

・「地域を学んだり、
地域の方と一緒
に活動したりす
ることが楽しい」
と答える児童。 

８０％以上 

 

・保護者アンケ

ート「学校の教

育活動に満足し

ている」の肯定

的評価 90.7％

【95.5％】 

・全学年、年間

1 回以上、地域

の人・物・事を

活用した取組を

進める。３／６

学年実施（残り

は 10 月以降実

施予定）【50％】 

・「地域を学んだ
り、地域の方と
一緒に活動した
りすることが楽
しい」と答える
児童。80.7％
【100.9％】 

 

４ 

 

３ 

・教育活動の様

子や教職員の頑

張りを、学校だ

よりやホームペ

ージで随時発信

していく。 

・児童の学習の

様子を中心に発

信し、保護者・

地域との連携を

図る。 

・地域貢献や地

域での役割等を

意識した学習の

振り返りを継続

する。 

 

・保護者アンケ

ート「学校の教

育活動に満足し

ている」の肯定

的評価 93.4％

【98.3％】 

・全学年、年間

1 回以上、地域

の人・物・事を

活用した取組を

進める。6／６学

年実施【100％】 

・「地域を学んだり、

地域の方と一緒に活

動したりすることが

楽しい」と答える児

童 。 80.6 ％

【100.8％】 

 

 

 

 

３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 

 

 

 

 

３ 

・教育活動の様子

や教職員の頑張

りを、学校だより

やホームページ

で随時発信して

いく。 

・コミュニティー

スクールを意識

した人・物・事の

活用を図る。 

・児童を通して学

校と地域とが繋

がる場を増やし、

地域との関係強

化に努める。 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ、状況の変化、
問題が生じた際は、協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ、状況の変化、問題が
生じた際は、協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ、状況の変
化、問題が生じた際は、協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く、状況の変化、問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず、状況の変化、問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し、十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し、望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し、一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り、成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り、成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


